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 要 旨   
目的： 
飲酒と喫煙は動脈硬化の進展に関わっているとされている。この研究の目的は、飲酒と

血圧、血清脂質の関係が日本人女性において喫煙に影響されるか確認することである。 
方法： 
対象者は山形県内の事業所で定期健診を受診した 35－55 歳の健康女性である。対象者は

喫煙者、非喫煙者で 2 群に、日々の平均飲酒量で非飲酒者、少量飲酒者(15g/日未満)、大量

飲酒者(15g/日以上)の 3 群に分けた。収縮期血圧・拡張期血圧・総コレステロール値・LDL
コレステロール値・トリグリセリド値を年齢と BMI で調整し、喫煙の有無による 2 群、飲

酒量による 3 群で比較した。 
結果： 

16,805 名の健康女性（非喫煙者 14,695 名、喫煙者 2,110 名）について集計した。喫煙者

においては、多量飲酒者は非飲酒者に比べて有意に収縮期血圧が高く、少量・大量飲酒者

は非飲酒者に比べて有意に拡張期血圧が高かった(すべて p<0.01)。非喫煙者においては、

非飲酒者に比べて少量・大量飲酒者の収縮期血圧は有意に高い訳ではなく、拡張期血圧は

大量飲酒者と非飲酒者で有意であったが(p<0.01)、少量飲酒者と非飲酒者では有意ではなか

った。喫煙者では、非喫煙者ではそうではなかったが、非飲酒者に比べて大量飲酒者は総

コレステロール値は有意に低かった。喫煙者・非喫煙者ともに、LDL コレステロール値は

非飲酒者に比べて少量・大量飲酒者は低く(すべて p<0.01)、HDL コレステロール値は非飲

酒者に比べて少量・大量飲酒者が有意に高かった(すべて p<0.01)。非飲酒者に対する少量

および大量飲酒者の LDL コレステロール値の平均値の差は、数値上は、非喫煙者より喫煙

者の方が大きかった。 
結論： 
この日本人女性の集団では血清LDLコレステロール値は非飲酒者より飲酒者の方が有意

に低く、喫煙が飲酒と低 LDL コレステロール値の関係を強めたのかもしれない。 

 




